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て い る」か らで あ る と指 摘 す る(亀 井
1989)。確かに亀井助教授が指摘されている
とおり,大学人の体質になっているのかも知













































と,陳 列について も特別 にデザインしたこ
と,教育を目的とした図書室 ・講堂 ・実験室


























管見によればどうや ら東京大学が最 も古 くに
創立 されているようである。赤沢威民によれ






入 し,幾つか の分野 には 「列 品室」(英名



































































































































の第2条 で は,博 物館の定義を うだってい
る。 これによれば 「この法律において 「博物
館」 とは,歴史,芸 術,民 俗,産 業,自 然科
学等に関する資料を収集 し,保管(育 成を含
む。以下同 じ)し,展 示 して教育的配慮のも
とに一般公衆の利用に供 し,その教養,調 査









久施設であ って,研 究 ・教育 ・レク リエー


























の研究施設 として利用 される場合 とがあろ
う。特に,後者の場合は 「研究」ということ
だけが強調され,研 究機関とみなされるケー
スが多 いようだ。 しか しこれは機関ではな
い。あくまで も施設にすぎないのである。お
よそ,日本における大学博物館は,この後者














































さて,大 学博物館の大 きな機能 の一つは
「研究」であることはすでに述べたとおりで


















館は 「博物館資料を再検討 し,そこから新 し
い学問を生み出す」ということを述べたこと
がある(熊 野1987)。同 じ学問分野のなか









まや大学博物館 といえども社会か ら孤立 して
は存在 しえないはずである。ゆえに博物館は
もとより,大学 自体 も 「開かれた大学」を標
榜 し,これに関連する種々なる事業を展開中




大学をいざ活用 しようとして も,学生と同 じ
ように施設や学問の世界の うえにおいても活
用できるのか判断 しかねるというのが実態で



























る広 く,果 たすべ きその役割の重さははかり
しれない ものがある。活用 いかんによって




近年,大 型館 といわれる県立 クラスの博物
館の学芸員は,研究職に位置づけられるケー























































































































































物館 では 「解説員」 とか解説を専門 とす る



























研究 は欠かせないものである。 しか しこの方


















ず,し たがって予算 もつかず,面 積 も大 きく
は確保できないのである。 どうや ら,単なる




























物館資料の呼び方を 「物」 とか 「もの」 とい
い,あ たかもその辺に落ちている品物のよう
な錯覚すら受けるのである。中には学芸員で






















期にさしかか っていると思 う。 ここで私案を


















ながら,国 ・県 ・市町村では何等対策が講 じ
られていないのである。
かって,筆者 はせめて都道府県単位かそれ








に対 して何の方策 も講 じないということは無














































時 に,学 内の共同利用機関であ り,学生,



































































































般に対 してより展示内容を深 く理解 してもら
うという目的があるからであり,このために
多 くの費用 と広い展示面積が必要となる。 し
かし,これらの機器 も必要最小限の使用であ






















































展示構成 は 「学史的展示」であ った(熊 野
1986)。かいっまんで この概略を記すると,本
学の考古学研究室が長年かけて発掘調査を実
施 してきた数多 くの遺跡の中か ら,特に学史
上重要と考え られる遺跡を抽出 して,そ れら


































































































裸展示 しているのである。 これ らの土器 に













不明確 なところが多いか らである。よ しん













































































































































じさせ,発 見させ,考 えさせることは,い わ
ば教育の原点ともいえる」ことであり,他の
教育では得 られない博物館独自の方法である
という。 さらに 「年齢,学歴を問わず,自 分
の目で学習でき、その学習意欲によっては高
度な知識 も修得できる。民衆の大学であり,




































25パキスタ ン5,ユー ゴラスビア1,カ ナ ダ1
であ る。1989年度 は13名 で中国6,韓 国3,
アメ リカ2,ペ ル ー1,ド イツ1と い う内訳
で,1990年度 は中国15,韓 国1,台 湾5の 計
21名である。1991年度 は1992年1月現在 ま
での集計で あるが19名 の訪 問を数 えてい る。
内訳 はソ連1,中 国10,タ イ2,ア メ リカ
1,イタ リー1,韓 国1,ド イツ1,ラ オス1,
ペルー1で ある。明治大学考古学博物館 を訪
ねて くる外国人 は,考 古学を専門 とす る研究
者が ほとん どで あ り,そ れぞ れの国 の大学 の
教員で あ った り,研 究所 の研究員 であ った り
す る。訪問 の目的 は,考 古資料 の実見 もさる
ことなが ら,博 物館施設 の内容調査 の場合 も
ある。
特 に,博 物館 の実態調査 の場合 は,肩 身 の
狭 い思 いのする ことが たびたびあ った。 なぜ
な らば明治大学考古学博物館 は,博 物館 とし
ての機能 を果 たす最小限 の設備 しか整 ってい
なか ったか らで ある。 しか も,整 ってい るは
ずの設備 に して も十分 な ものではない。 すで
に手狭 で十分 に機能 を果 たせ るよ うな構造 に
な っていないのである。外国 か らの訪 問者 を
案 内す るに は,あ ま りに も貧 弱であ るといわ
ざ るを得ない。
なに よりも,訪 問者 は ほとん どが研 究者で
あ るために,資 料 をゆ っ くりと観 察で きる部
屋を確保 してお く必要 があろ う。 自分のペ ー
スで 資料 を観察 で きる部屋 を用意 す る こと
は,こ れか らの国際化 へむけての もっとも大
きなサ ー ビスといえよ う。 こ ういった配慮 は
一大学のみ ならずわが国 にお ける大学博物館
行政の レベ ルア ップを相 手 に示す ことになる
ので ある。
おわ りに
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APreliminaryAnalysisonaboutUniversityMuseum.
KUMANOMasaya
Itshouldbetruethattheuniversitymuseumshaveapeculiarfeature,educationalinstitution
fortheirstudentsandresearchinstitutionfortheuniversity.Ontheotherhand,italsohasa
characterewhichisaneducationalinstitutionforpublicpeople.Inthissense,University
Museumsarealsothepublicmuseumsforgeneralpeople.
Becauseofthat,itshouldbereasonablethattheuniversitymuseumswouldbecalled"the
FaceorWindowofUniversity".Thestaffsoftheuniversitymuseumshavetorecognizethis,
andpracticetheirexpectedrole.
But,nowadaysinJapan,thereareafewuniversitymuseumwherehavefull-timestaffsfor
curatorialandeducationalservices.Weshouldimmediatelypromotetoimprovethisactual
state.、
一24一
